
第６学年 道徳学習指導案 
日時  平成１７年１０月１３日（木）５校時 
児童  男７名 女１０名 計１７名 
授業者 伊藤 勝久 

 
１，主題名  先人の努力  （１－（２）希望、勇気、不撓不屈） 
 
２，資料名  高田松原（自作） 
 
３，主題設定の理由 
（１）価値について 

     本単元における内容項目１－（２）は、「より高い目標を立て、希望と勇気をもってくじけないで努

力する。」とある。努力目標を立て、くじけずに希望と勇気をもって取り組み、その理想に向かって

着実に前進していこうとする強靭な意志と実行力とを育てることが必要であり、その際、希望をもつ

ことの大切さ及び挫折感を克服する人間の強さを指導する内容である。中でも不撓不屈とは、障害や

困難にくじけず、最後まで粘り強く着実にやりぬくことである。そのためには、身近な日常生活の中

での目標を達成する経験の繰り返しを通して、生きることへの希望や新しいことに積極的に取り組も

うとする自信と勇気の育成を重視する。そうしてより高い目標に向かって努力する意欲を引き起こす

ように指導していきたいと考える。 

     ６年生にもなると学習や生活にある程度見通しが持てるようになってくる。自らの目標をもち、そ

の実現のために努力しようとする意欲は高まってくる。しかし、学期はじめに目標や計画を立てても、

ちょっとした困難に出あうとそれを克服できず、挫折して、努力する意欲を失ってしまうことも少な

くない。簡単にあきらめてしまうことなく粘り強く努力し続けようとする気持ちをもってほしい。 

     本時では、自分たちの地域の先人達の努力にふれさせることで、困難なことに出あっても簡単にあ

きらめたりせず、粘り強く努力し続けることの大切さに気づかせたい。 

 
（２）児童の実態 

     学級の子どもたちは、高学年として、「市内の水泳大会」や「陸上大会」、その他の諸行事において、

自分の目標を持ち、その実現のために努力しようとしている。今までの経験から、そうした諸行事の

取り組みにおいて、さほど努力をしなくても達成できそうな目標を設定したりする児童もいる。また、

自らが決めた目標であっても、困難なことにあうと簡単にあきらめてしまったり、時間とともに努力

する意欲を失ってしまったりする児童も少なくない。 

そこで、今学期の総合単元的な道徳学習の中で、自らの目標をしっかりと持ち、苦しみを乗り越え

た後の達成感や満足感をできるだけ多く経験させたい。そのような経験を繰り返すことによって、よ

り高い目標を持ち、粘り強く努力し続けようとする態度を育てていきたい。 

  

（３）資料について 
     ２学期の総合的な学習の時間に「わたしたちの今泉」というテーマで地域の歴史や自然などについ

て学習を進めた。その学習の中で、高田松原が自然にできたものではなく、先人が作り上げたもので

あることを学習した。そこで、現在では、東北有数の景勝地となった高田松原を築いた先人の努力に

ついて学習することで、より本価値を子ども達に感じ取らせることができるのではないかと考えた。

本資料は、塩害や砂の影響で全く作物が収穫できなかった不毛の地であった高田松原に主人公となる

二人の先人が農民のつらくきびしい生活を何とか改善しようという目標をもち、防風林、防砂林とし

ての松の植林を始めたという物語である。砂浜に松を根付かせることの難しさや厳しさに直面しなが

らも、何年も努力を重ね、ついには、みごとな松林を完成させ、田畑からの収穫も増え地域の農民た



ちの生活を豊かにした。このような地域の先人の努力にふれさせ、自分も目標実現に向かって努力し

ていこうとする態度を育てていきたいと考えた。 
 
（４）指導にあたって 

   ①単元について 
     本単元「かがやけ！わたし」の「であう」の段階では、２学期の学級開きにおいて今学期の諸行事

や取り組みについての見通しを持たせ、個人や学級としてのめあてを設定させる。また、道徳の学習

で「かたうでの名コーチ」という資料を使い、不撓不屈の価値についての学習を行い、自分や学級の

目標に向かって努力し、達成しようとする気持ちを高めさせたい。 
「ふかめる」段階では、「市内陸上大会」での自己の目標に向かっての取り組みにおいて、感じたこ

とやできたこと、できなかったことなどについて振り返らせたい。目標を達成した児童の様子や感想

などを紹介したり、達成できなかった児童の反省についてみんなで考えさせたりしたい。そして、次

の行事である「学年対抗リレー」でもどうように、めあてや目標についてみんなで話し合い、取り組

ませたい。本時では、これらの経験を想起させ、目標を達成するまでの努力そして挫折しそうになっ

たときの気持ちを乗り越えて、目標を成し遂げたときの喜びを味わわせることで、最後まであきらめ

ず努力し続けることの大切さを感じ取らせたい。 
「ひろげる」段階においては、「気仙小フェスティバル（学習発表会）」や「校内マラソン大会」に

おいて、自ら目標に向かって努力を重ね、自らの力で困難を乗り越え目標を達成することができるよ

うに支援をし、自己の目標を達成したときの喜びを感じさせたい。そして、今後の生活の中でも自己

の目標に向かって努力し続けようとする態度を育てていきたい。 
 
   ②本時について 
     「つかむ」段階においては、松原の風景の写真などを使い、本時の学習についての興味関心を持た

せるとともに、「市内陸上大会」での取り組みにおいて目標に向かって努力したことや苦しかったこと、

取り組みを終えたときの気持ちを想起させ、本時の学習の価値への方向付けをしたい。 
「とらえる」段階では、資料の内容や場面の状況などを捉えやすくするために拡大図や紙板書など

を活用し、視覚に訴えることで理解を促したい。 
「ふかめる」段階では、登場人物の松坂新右衛門がなぜ、松の植林を行おうとしたのか、困難なこ

とに出会ってもあきらめることなく植林を続けたのかについて考えさせたい。挫折感をもちながらも

努力し続け困難を乗り越えていこうとする松坂新右衛門の行動に共感させたい。また、努力の結果、

松林が完成し田畑からの収穫が安定することで地域の人々の暮らしが豊かになり、自らの目的を達成

した松坂新右衛門の気持ちについても考えさせたい。 
「まとめる」では、今までの生活の中で、困難なことに出会っても努力し続け、目標を達成した経

験について話し合わせ、目標に向かって努力し続けることの大切さや目標を達成したときの成就感に

ついて考えさせたい。 
     「あたためる」では、挫折感を味わいながらも少しずつ努力を重ね、自分の目標を達成した経験に

ついて教師の説話を聞く。また、本時の価値にかかわる詩を紹介し、実践意欲へとつなげていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 



４，総合単元的な道徳学習の構想 
単元名  かがやけ！わたし 
ねらい   より高い目標を持ち、希望と勇気をもってくじけないで努力する。 

段階 時期 意識の流れ 学級活動・体験活動 各教科 日常指導・その他 

 
 
 
 
で 
 
あ 
 
う 
 

８月 
３週 
 
 
 
 

・ ２学期もいろいろなこと

をがんばりたいな。 
 
・２学期は、継続して家庭学習

に取り組もう。そして、スー

パーメダルを取りたい。 
 
 
 
・自分もすぐにあきらめたりし

ないで、もう少しがんばろ

う。 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
ふ 
 
か 
 
め 
 
る 
 
 
 

９月 
１週 
 
 
 
 
 
９月 
４週 
 
 
 
10 月 
２週 

・陸上大会を成功させたいな。

・練習がつらいな。 
 
 
・自分で決めた目標だから、最

後までがんばろう。 
 
・目標に向かってがんばってき

てよかったな。 
・学年対抗リレーも目標をみん

なで決めて最後までがんば

ろう。 
 
・結果も大切だけどみんなでが

んばったことがいい思い出

になったな。 
 
・こんなに長い間努力し続けた

人もいたんだなあ。 
・自分でやろうと決めたことを

すぐにあきらめたりしない

でがんばってみよう。 
 

 

 
 
ひ 
 
ろ 
 
げ 
 
る 
 

10 月 
３週 
 
 
11 月 
２週 
 
 

・今まで、がんばってきたこと

を生かして、フェスティバル

を成功させよう。 
・忙しいし、大変だけれどみん

なでいい思い出を作るため

に最後までがんばろう。 
 
・去年よりいい成績になるよう

に、苦しくても一生懸命練習

に取り組もう。 
 

 

学級活動 
１学期の自分の生

活を振り返り、２学

期の目標を持つ。 

日記指導 
自分の目標やがんば

っていることそのと

きに感じたことや行

動したことを日記に

書きとめておく。 

道徳の時間 
主題名 障害に打ち勝って  １－（２） 
資料名 「かたうでの名コーチ」 （出典：東京書籍） 
ねらい より高い目標に向かって、障害や困難に打ち勝ち、粘り強くやり通

そうとする態度を養う。 

学級活動 

（オリエンテーション）

総合単元的な道徳学習

の今学期のテーマや活

動について知らせる。

漢字・算数ワールドカップ

自分の目標に向かって

家庭学習に取り組むこ

とができるようにする。

マラソン大会 
自分の目標をも

ち、達成するために

自主的に練習に取

り組む 

心のノート P14~17 

目標に向かって生き

る。 

気仙小フェスティバル 
学級で決めためあてに

向かって、活動や練習に

取り組む。 

道徳の時間 
主題名 困難に立ち向かう １－（２）不撓不屈 
資料名 高田松原（自作） 
ねらい 困難なこと出会っても人々のために、自分の目的のために努

力し続けようとする態度を養う。

学年対抗リレー 
みんなで協力して学

級の目標に向かって

取り組む。 

陸上大会 
陸上大会に向けて、

自分の目標をもち、目

標を達成するために

やらなければならな

いことに計画的に取

り組む。 

総合的な学習の時間 
自分の課題を追究する

ために粘り強く取り組

む。 

 
 

自分の夢や目標にむかって、失敗や困難に負けずに努力するこども



５，本時の指導 
（１）ねらい 

     自分の目標に向かって、困難なことにくじけず粘り強くやり通そうとする態度を養う。 
 
（２）展開 

段階 学習活動・教師の働きかけ 予想される児童の反応 支援と指導上の留意点 
 
つ 
 
か 
 
む 
 
５ 
分 

１，陸上大会での自分の取り組み

の様子について振り返る。 
○  自分の目標を達成するため

にがんばったことはどんなこ

とでしたか。 
 
 

 
 
・選手になりたかったから自主練習

をした。 
・練習はつらかったけどがんばっ

た。 
 
 
 

 
 
・陸上大会だけではなく、松原

の写真なども紹介し、本時の

学習について興味をもたせ

るようにする。 
・本時は、自分の目標に向かっ

て努力し続けることについ

て学習することを知らせる。

 
と

ら

え

る

５

分 

２，「高田松原」を読み、資料の状

況を捉えさせる。 
 ・資料を読む前に松坂新右衛門

の気持ちに注意して聞くこ

とを指示する。 
・挿絵の拡大図を使い資料の内

容を捉えやすくする。 

ふ

か

め

る

20
分 

３，新右衛門の気持ちについて話

し合う。 
 
○新右衛門はどんな気持ちで松 
を植えようと思ったのでしょ 
うか。 

 
 
 
 
○ 松が根付かなかったとき新 

右衛門はどんな気持ちだっ 
たのでしょうか。 

 
 
◎ 松坂新右衛門は、どんな気持

ちで様々な工夫をしながら松

を２０年以上にわたって植え

続けたのでしょうか。 
 
 
 
 

 
・潮風のせいで、田畑からの収穫が

ない。 
・食べるものが無く貧しい生活 
・死んでしまう人もいた。 
・人々を救いたい。 
・大変だろうけどなんとかしたい。

・菅野杢之助が松林を作ったのだか

ら自分にもきっとできるだろう。

 
・やっぱり無理だったか。もうやめ

てしまおう。 
・いくらやっても無駄なんだ。 
 
 
・村の人たちのためにがんばろう。

・少しは根付いたのだから少しずつ

でもがんばろう。 
・少しずつでもがんばればいつかは

立派な松林になってくれるだろ

う。 
 

 
・人々の生活の苦しさや願いを

しっかりととらえさせる。 
・松坂新右衛門が松を植えよう

と決めたときの気持ちにつ

いてとらえさせる。 
 
 
 
 
・枯れてしまった松を見たとき

の挫折感を想像させる。 
 
 
 
 



ま

と

め

る

10
分 

４，自分たちの生活を振り返る。 
○今までに自分の目標に向かって

努力し、目標を達成したり、で

きなかったりした時の気持ちを

考えましょう。 
 
５，授業の感想を総合単元カード

に記入する。 
 

 
・運動会のムカデリレーで走れなか

ったときもうやめたくなった。 
・太鼓の練習で笛がふけなくてやり

たくなくなった。 
 
 

 
・今までの生活の中で目標を達

成したときの気持ちやでき

なかったときの挫折感につ

いて考えさせる。 
 
 

あ

た

た

め

る

５

分 

６，感想を数人に発表させる。 
 
 
７，最後に詩を紹介する。 

 ・自分の目標に向かってくるし

くても努力し続けた経験に

ついて話す。 
・本時の価値にかかわる詩を紹

介することによって今後の

実践意欲へとつなげていき

たい。 
 
 
 
 
６，板書計画 

  
 
 
 

  
 

・
。

  
 

   
 
 挿絵１ 

    

 
 
 

 
 

  
  

 

 

・ ・ 

挿絵２ 
   

・ ・ ・ 

  

・ ・ 

  

・ ・ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

。 

 
 
 
 

 

松原の写真 

高
田
松
原
～
菅
野
杢
之
助
、
松
坂
新
右
衛
門

陸上大会

の写真２ 

陸上大会

の写真１ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

・
ま
ず
し
い 

 
 
 
 
 

・
収
穫
が
な
く
食
べ
る
も
の
も
な
い
。 

 
 
 
 
 

・
作
物
が
育
た
な
い
。 

村
の
人
を
救
い
た
い
。 

松
林
を
作
れ
ば
村
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
が
楽
に
な
る
だ
ろ
う
。 

や
っ
ぱ
り
だ
め
だ
っ
た
か 

や
っ
て
も
無
駄
な
の
か
な 

も
う
や
め
よ
う
か
な 

少
し
ず
つ
で
も
が
ん
ば
ろ
う 

少
し
で
も
根
付
い
た
の
だ
か
ら
続
け
れ
ば
い
つ
か
は 

陸
上
大
会
で
が
ん
ば
っ
た 

運
動
会
の
ム
カ
デ
リ
レ
ー
で
が
ん
ば
っ
た 

詩 昔の松原の様子

がわかる図 



７，資料分析 
 
 松を少しでも根付くよ

うに努力し続ける松坂新

右衛門。 
 

 農民たちのきびしい生

活を憂い、なんとか改善

しようと立ち上がる松坂

新右衛門。 

 昔の高田松原の様子や

今泉村の農民の人たちの

生活の様子や願い。 
 

 
 

 

 
場 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

付

感

なかなか根付かない松

に挫折感をもつ。 
「わずかでも希望を捨

てず植え続けよう。」 
 
 

面 
 

昔の松原の様子と今泉 
村、高田村の位置につい

て。 

村の人びとの生活を改

善したい。 
多くの作物を収穫し、

豊かな村にしたい。 
 
 

 

村の人びとの生活の厳

しさと願いについて。 
新右衛門が松の植栽を

主

人

公

の

心

の

動

き 
 
 
 

 
把 
 
握 
 

 
 

見

ず

ば

 

松坂新右衛門は、どん

な気持ちで２０年以上に

わたって松を植え続けた

のでしょうか。 

新右衛門はどんな気持

ちで松を植えようと思っ

たのでしょうか。 
 

 
田畑からの収穫が困難 

で生活が貧しかったこ

と。 
塩害について。 

 

松が根付かなかったと

き新右衛門はどんな気持

ちだったのでしょうか。

 

しようと決めたときの気

持ちの強さ。 
松を植えることの難し

さ。 
 
 

 
発 
 
問 
 
 
 
 
 
 
 

  
植えた松がほとんど根

かなかったときの挫折

について。 
わずかに根付いた松を

て希望を持ったこと。

少しずつでもあきらめ

努力し続けたことのす

らしさ。 



 

杢
之
助
は
松
原
の
高
田
村
の
分
に
松
を
植
え
ま
し
た
が
、
半
分
以
上
が
か
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
杢
之
助
は
、
松
を
植
え
続
け
、
今
の
高
田
松
原
の
基
礎
を
作
っ
た
の

で
し
た
。 

 

今
か
ら
お
よ
そ
三
百
五
十
年
前
、
高
田
松
原
に
松
林
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

海
か
ら
の
潮
風
で
、
塩
水
が
作
物
に
か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
に
枯
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
強

い
風
で
砂
浜
の
砂
が
飛
ん
で
き
て
田
畑
に
積
も
っ
た
り
し
て
、
高
田
村
（
高
田
町
）
今
泉

村
（
気
仙
町
）
は
、
水
田
や
畑
で
作
物
を
作
る
こ
と
が
難
し
い
土
地
で
し
た
。
台
風
な
ど

が
多
い
年
に
は
、
作
物
が
全
く
収
穫
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き

に
は
、
食
べ
る
も
の
が
無
く
飢
え
で
死
ぬ
人
も
多
く
出
ま
し
た
。
農
民
達
は
、
そ
ん
な
き

び
し
い
生
活
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
困

り
果
て
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
つ
ら
く
き
び
し
い
生
活
か
ら
み
ん
な
を
救
お
う
と
立
ち
上

が
っ
た
の
が
、
菅
野
杢
之
助
と
松
坂
新
右
衛
門
で
し
た
。 

高
田
松
原
～
菅
野
杢
之
助
、
松
坂
新
右
衛
門
～ 

 

 

高
田
村
は
、
杢
之
助
の
お
か
げ
で
ず
い
ぶ

ん
と
潮
風
や
砂
が
少
な
く
な
り
、
作
物
も
収

穫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
泉
村
の
部
分
は
、
気
仙
川
の
河
口
に

な
っ
て
お
り
、
砂
の
量
が
多
く
松
を
植
え
る

こ
と
は
難
し
か
っ
た
た
め
、
田
畑
か
ら
の
収

穫
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
し
た
。
今
泉
村

の
人
々
の
生
活
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
つ
ら
く

き
び
し
い
も
の
で
し
た
。
ど
う
に
か
作
物
が

収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
も
の
か
と



 

そ
れ
か
ら
三
百
年
、
菅
野
杢
之
助
や
松
坂
新
右
衛
門
が
今

の
松
原
の
美
し
さ
を
み
た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。 

新
右
衛
門
は
、
自
分
の
お
金
で
、
人
を
雇
い
、
松
の
苗

木
を
買
い
、
気
仙
川
の
河
口
の
砂
地
に
杢
之
助
が
植
え

た
方
法
で
松
を
植
え
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
量
の

砂
の
中
に
海
水
が
し
み
こ
ん
で
い
た
り
、
夏
に
は
、
砂

が
非
常
に
暑
く
な
っ
た
り
、
冬
に
な
る
と
砂
の
表
面
が
凍
っ
た
り
し
て
松
の
根
を
枯
ら
し

て
し
ま
い
、
ほ
と
ん
ど
の
松
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
村
の
人
々
は
だ
れ
も
が
、「
や
っ

ぱ
り
だ
め
だ
っ
た
か
。
も
う
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。」
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。

新
右
衛
門
は
、
わ
ず
か
に
砂
浜
に
根
付
い
た
松
を
見
て
「
少
し
ず
つ
で
も
い
い
、
松
を
植

え
続
け
れ
ば
い
つ
か
は
、
き
っ
と
み
ん
な
の
田
畑
を
守
っ
て
く
れ
る
林
に
な
る
だ
ろ
う
。」

と
思
い
ま
し
た
。
村
の
誰
も
が
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
て
も
、
く
る
年
も
く
る
年
も
松
を
植

え
続
け
た
の
で
す
。
そ
し
て
次
第
に
松
が
生
長
し
二
十
年
も
の
長
い
年
月
を
か
け
て
素
晴

ら
し
い
松
林
に
な
り
ま
し
た
。 

高
田
村
も
今
泉
村
も
潮
風
や
砂
が
少
な
く
な
り
、
田
畑
で
作
物
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

新
し
い
田
畑
の
開
発
も
進
み
ま
し
た
。
菅
野
杢
之
助
、
松
坂

新
右
衛
門
の
二
人
の
長
い
年
月
に
渡
る
努
力
の
お
か
げ
で
、

村
の
人
々
は
、
豊
か
な
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。 

悩
み
続
け
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
困
っ
て
い

る
村
の
人
々
を
何
と
か
助
け
た
い
、
今
泉
村
を
豊
か
な

村
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
松
坂

新
右
衛
門
で
し
た
。 


